
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更内容について】 

●農業経営基盤強化促進法の改正により貸し手と借り手の相対による利用権設定の手

続きが廃止され、農地法第３条による貸借以外では農地中間管理機構を介した貸借

のみとなります。 

 ※経過措置として、令和７年３月３１日までは従来の利用権設定が可能です。 

したがって東温市では４月２０日、６月１日、１１月１日開始の３回の申請分を

もって、従来の利用権設定は終了します。 

●農地中間管理機構による貸し手と借り手の公募制のマッチングは廃止され、地域

の話し 合いによる「地域計画」に基づき農地の貸借の手続きを行うことになり

ます。 
従来の手続き(①又は②) 
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②農地中間管理機構による貸借 

貸し手 借り手

手

 

 貸し手 

借り手

 
 貸し手 

貸し手 

申出書 
申出書 申込書(公募) 

市で受付 
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(賃料は借り手から貸し手に直接納付) (賃料は機構が徴収して振り込み) 
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目標地図との適合を確認 

農業委員会の意見聴取 
市 
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農地の権利設定の手続き 

(賃料は機構が徴収して振り込み) 
【現状】 【目標地図】 

地域の話し合いに基づき、農地一筆ごとの

農地利用の姿を明確化した地域計画を策定 

(R７年３月３１日まで) 

(R７年４月１日以降) 


